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湖上第325号濃

毎月10日・25日
福岡県遠賀郡

水　巻　町　発　行

ご成人お　め　で　と　う

・‥‥‥‥今日から社会人の仲間入り‥……・

1月15日は成人の日、水巻町で

も町民会館に新成人を集めて成人

式が行われました。

晴れて20歳となった町内の若者

は、452名、このうちの半数以上

である250名が式に参加しました。

これまでは少なかった振りそで

も、今年はとくに多く、女性の大

半があでやかな振りそで姿で、式

を華やかなものにしていました。

町の人口

（49年12月末現在）

人　口　24，070

男11，693

女12，377

世帯数　7，104
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財
政
規
模
が
毎
年
増
加

前
年
度
比
一
一
二
・
四
％
に

刑期………＝ｌ…＝ｌｌ…日日………ｌ……Ｉ………日日…ｌ…は

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
の
定
例
議
会
で
、
昭
和
四
十
八
年
度
一
般

会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

石
油
危
機
に
始
ま
る
イ
ン
フ
レ
は
、
国
内
外
の
経
済
情
勢
を
大
き

く
ゆ
れ
動
か
し
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
の
総
需
要
抑
制
は
、
地
方

財
政
を
も
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
こ
の
苦
し
い
財
政
の
中
で
、

改
良
住
宅
建
設
、
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
、
過
疎
対
策
事
業
、
厚
生

福
祉
施
設
整
備
事
業
、
鉱
害
復
旧
事
業
な
ど
の
実
施
に
努
め
ま
し
た
。

こ
こ
に
昭
和
四
十
八
年
度
の
収
入
（
歳
入
）
と
支
出
（
歳
出
）

財
政
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

の

〔昭和48年度〕

歳　入　30億5，113万5千円

歳　出　30億　455万5千円

∵
毀
会
計
．

万
五
千
円
増
加
し
て

い　ｍｍｌ…………捕刷日日日間日日日間……日日Ｉ…ｍ冊

ま

拉公望刻歳出決算額
30億455万5千円

一般会計

一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
歳
出
決
算

額
は
、
歳
入
三
十
億
五
千
百
十
八
万
五

千
円
、
予
算
現
額
三
十
二
億
二
百
四
万

七
千
円
に
対
す
る
比
率
九
十
五
・
三
％

歳
出
三
十
億
四
百
五
十
五
万
五
千
円
、

予
算
現
額
に
対
す
る
比
率
九
十
三
・
八

％
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
四
千
六
百

六
十
三
万
円
で
す
が
、
事
業
繰
越
分
四

千
五
百
二
十
万
円
を
差
引
き
ま
す
と
、

実
質
翌
年
度
へ
繰
越
さ
れ
た
額
は
百
四

十
三
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
最
近
五
ヶ
年
の
一
般
会
計
の

財
政
規
模
の
推
移
を
み
る
と
毎
年
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
前
年
度
に

比
べ
て
百
十
二
・
四
％
で
し
た
。

歳
　
入

調
定
額
に
対
す
る
収
入
率
は
九
十

九
・
四
％
で
前
年
度
よ
り
〇
・
二
％
の

増
、
ま
た
、
決
算
額
を
自
主
財
源
と
依

存
財
源
に
区
別
し
て
み
る
と
、
自
主
財

源
の
歳
入
合
計
十
億
六
千
四
百
九
十
七

万
五
千
円
は
、
決
算
額
の
三
十
四
・
九

％
で
前
年
度
に
比
べ
六
億
二
千
七
十
七

√

．

′

Ｆ

Ｊ

す
。
依
存
財
源
十
九
億
八
千

六
百
二
十
万
九
千
円
は
、
決

算
額
の
六
十
五
・
一
％
で
前

年
度
に
比
べ
金
額
で
は
九
億

四
千
四
百
四
十
五
万
五
千
円

増
加
し
て
い
ま
す
。

歳
　
出

本
年
度
の
支
出
総
額
三
十

億
四
百
五
十
五
万
五
千
円
を

前
年
度
の
支
出
総
額
十
四
億

七
千
百
六
十
一
万
円
と
比
較

す
る
と
、
十
五
億
三
千
二
百

九
十
四
万
三
千
円
増
加
し
て

お
山
リ
↓
指
数
に
お
い
て
前
年

度
を
百
と
し
た
場
合
本
年
度

は
二
百
四
、
二
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
本
年
度
の
支
出
総

額
に
対
す
る
各
款
別
決
算
観

の
構
成
比
率
を
み
る
と
、
第

一
位
は
土
木
費
四
十
三
、
五

％
で
、
以
下
教
育
費
十
六
・

六
％
、
災
害
復
旧
費
九
・
一

％
、
総
務
費
八
・
八
％
、
民

生
費
七
・
三
％
の
噸
と
な
り

そ
の
他
の
款
は
い
ず
れ
も
四

％
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総　務　費

災害復旧費2億7，247万9千円

教　育　費4億9，949万1千円

土　木　費

13億　　4　　　　3　　　　2　　　　1　　　　0

！∴∵］歳入決算額
30億5，118万5千円

歳　　入

寄　　付　金

町　　　　債

6億1，959万円地方交付税

8億3，820万円国庫支出金
0　　　1　　　　2　　　　3　　　　4　　8催
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産炭地域開発就労事案

5，911万　6　千円

特
定
地
域
開
発
就
労
事
業

二
、
九
ｌ
六
万
二
千
円

ｒ
私
㌢
貯
軽
㌢
匪
踪

改
良
住
宅
建
設
事
業

一
〇
億
四
、
九
一
六
万
二
千
円

交
通
安
全
対
策
事
業

六
五
四
万
円

昭和48年度の主な事業 （単位千円）

小
学
校
建
設
事
業

一
億
五
、
五
四
五
万
八
千
円

事　　 業　　 名 事業費 事　 業 ・概　 要 事　　 業　 ′　名 事業費 事　 業　 概　 要

宅地造成事業 39，2 11 貴 船元拭地（旧水中跡地） 生亨舌困窮者扶助 16，3 73 生子舌困窮者に対する
町見舞金

山ノロ団地（新水中1こ） 児　 童　 手　 当 15，171
児童の螢青に対する出資の

軽減

頃末西 本し地区学習等
供用施設建設工事 32，712

老人憩いの家 母　 子　 福 ．祉． 13，219 母子家庭の生活安定に寄与

稲葉新設事業 34，220 猪熊橋新設工事 保　　 育　　 所 43，085 措置人員述べ230人

道路新設改良事業 56，62 9
頃末 樋口線簡易舗装工事他Ｉ老人医寮費助成 29，819 ねた きり老人の医療費を

助成

橋梁改良事業 32，297 唐 ノ熊橋改良工事 他 一部事務組合負担金 117，802

中学校建設事業 70，847 水巻中学校々門設置工事他 老人福祉施設組合 ． 1，502 遠賀静光園経費

水巻中学校
プール建設事業

17，190 2 5 ｍ 7 コース 伝染病院組合 4，335 経常経費

町民プール建設事業 17，370
伊佐座小学校内

25ｍ　 7コース
遠賀町他 4 市町

火葬Ｊ易組合
6，＿706 経常経費

一般河川等復旧事業 55，377
鉱害復旧
（片山川復旧事業他）

中間市他郡 4 町
環境衛生施設組合

33，77 1 1し尿処理二喝　 経常経費

曲川筋河川鉱害 97，010 吉 田、猪熊間パイプ送水
芦屋町他 3 町 31，771 ごみ焼却場　 経常軽費

復旧事業 布設事業他 環境衛生施設組合

下二小学校運動場
鉱宜復旧

13，938
ｌ下二小学校（竃 鵠 復旧他

ｉ家屋復旧21戸

堀川水利組合 850 経常経費

地盤等復旧事業 86，897 遠貿郡消防組合 38，867 経常経費
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償
却
費
七
百
四
十
九
万
三
千
円
と
資
産

減
耗
費
百
二
十
九
万
三
千
円
を
流
用
し

て
、
前
年
度
の
工
事
費
の
借
入
金
に
返

ｌ…榔刷Ｉｌ晒和50年1月25日柵棚Ｉ胤ｍｍＭ冊㈲冊酬冊冊酬冊酬広鞄』随陀聾

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
支

収
入
一
億
四
千
八
百
八
万
三
千
円

支
出
一
億
三
千
五
百
三
十
七
万
円

資
本
的
収
支

収
入
　
二
千
六
百
六
十
六
万
三
千
円

支
出
　
三
千
六
百
七
万
五
千
円

昭
和
四
十
八
年
四
月
十
四
日
の
臨
時

議
会
で
水
道
料
金
の
改
正
が
行
わ
れ
、

水
道
事
業
会
計
の
再
建
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
水
道
料
金
な

ど
の
収
入
と
水
を
買
う
た
め
の
支
出
で

の
収
支
を
見
ま
す
と
干
コ
．
笥
」
癖

∃
盈
昆
純
利
益
姉
で
で
汗
ま
す
が
、

配
送
水
管
設
備
な
ど
の
工
事
費
が
九
百

四
十
一
万
二
千
円
の
赤
字
と
な
り
、
差

国
民
健
康
保
険

事
　
業
　
会
　
計

歳
入一
億
六
千
百
八
十
六
万
円

歳
出一
億
五
千
六
百
六
十
一
万
円

歳
入
は
国
産
支
出
金
と
保
険
税
で
、

全
体
の
九
十
八
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳
出
は
医
療
費
の
値
上
り
の
た
め
、

保
険
給
付
費
は
前
年
度
に
比
べ
二
千
二

百
九
十
七
万
円
の
支
出
増
と
な
っ
て
い

ま
す
㌻

引
き
三
百
三
十
万
千
円
の
剰
余
金
と
な
　
済
の
た
め
千
万
円
を
充
当
い
た
し
ま
し

り
、
現
金
支
出
の
伴
わ
な
い
経
費
減
価
　
た
。

な
お
、
給
水
人
口
は
行
政
区
域
内
人

口
二
万
三
千
九
百
六
十
人
に
対
し
て
、

給
水
人
口
二
万
三
千
五
百
六
十
八
人
で

前
年
度
と
比
較
す
る
と
百
十
一
人
増
加

し
て
い
ま
す
。

業
　
共
　
済

事
　
業
　
会
　
計

′、

農
作
物
共
済
勘
定

歳
入
　
五
十
八
万
三
千
円

歳
出
　
二
十
四
万
九
千
円

家
畜
共
済
勘
定

歳
入
　
二
千
円

歳
出
　
二
千
円

業
務
勘
定

歳
入
　
三
百
三
十
四
万
千
円

歳
出
　
三
百
二
十
六
万
千
円

主
に
県
補
助
金
・
共
済
掛
金
な
ど
の
収

入
で
共
済
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

【

公
民
館
講
座

受
講
者
募
集

㊥
ペ
ン
習
字
講
座

〝
基
礎
的
学
習
方
法
を
身
に
つ

け
独
習
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
の
指
導
を
行
な
い
ま
す
″

一
、
期
間
　
二
月
四
日
か
ら
三
月

二
十
五
日
ま
で
、
毎
週

火
曜
日
（
八
回
）

二
、
時
間
　
毎
週
年
後
五
時
三
十

分
か
ら
午
後
七
時
三
十

分
ま
で
二
時
間

三
、
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
日
本
間

四
、
講
師
　
朝
日
北
九
州
文
化
セ

ン
タ
ー
ペ
ン
習
字
講
師

森
　
　
士
郷
　
先
生

五
、
募
集
人
員
　
四
十
人

六
、
応
募
資
格
　
水
巻
町
に
居
住

ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
人
で
一
般
社

会
人
に
限
る

七
、
申
込
方
法
　
教
育
委
員
会
事

務
局
社
会
教
育
係

へ
お
い
で
に
な
っ

て
直
接
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

八
、
申
込
締
切
　
二
月
一
日

た
だ
し
定
数
に
な

り
次
第
に
締
切
り

ま
す
。

※
受
講
料
　
無
料

詳
細
に
つ
い
て
は
教
育
委
員

会
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

㊥
　
六
九
一
～
〇
四
〇
三
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一
㌫
の
以
上
の
森
林
開
発
に
は

知
事
の
許
可
が
必
要

林
地
開
発
許
可
制
度

四
十
九
年
十
月
三
十
一
日
森
林
法
が

改
正
さ
れ
、
国
有
林
を
除
く
ほ
と
ん
ど

の
森
林
（
保
安
林
を
除
く
）
で
一
㌶
を

こ
え
る
開
発
を
し
ま
う
と
す
る
場
合

は
、
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

〓
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
行
な
う

場
合

の
非
常
災
害
の
た
め
の
応
急
措
置

㈹
特
に
省
令
で
定
め
た
事
業

こ
の
い
ず
れ
茄
に
該
当
す
る
場
合
の

許
可
は
い
．
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
、
一
㌶
を
こ
え
る
森
林
の

開
発
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
開
発

予
定
箇
所
を
管
轄
す
る
農
林
事
務
所
の

林
務
課
に
許
可
申
請
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
伐
　
採
　
届
　
出
　
制

普
通
林
を
伐
採
す
る
場
合
は
、
伐
採

す
る
目
の
前
九
十
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の
間
に
知
事
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
森
林
法
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
森
林
法
の
改
正
で
、
伐
採
届

出
番
に
記
載
さ
れ
た
計
画
の
内
容
が
瀾

当
で
あ
れ
ば
、
今
後
は
県
か
ら
通
知
を

い
た
し
ま
す
が
、
届
出
内
容
と
伐
採
が

異
な
る
場
合
は
届
出
ど
お
り
の
伐
採
が

助
行
さ
れ
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
開
発
の
許
可
を
受
け
た
者
が

開
発
を
す
る
た
め
の
伐
採
を
す
る
場
合

は
、
重
ね
て
届
出
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
許
可
を
受
け
る
前
に
伐
採
す
る

場
合
は
当
然
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
届
出
及
び
許
可
手
続
き
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
も
よ
り
の
農
林
事
務

所
ま
た
は
福
岡
県
林
務
部
治
山
謀
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

林
地
開
発
許
可
制

一

間

一

答

問
　
ど
ん
な
森
林
が
許
可
制
の
対

象
に
な
り
ま
す
か
？

筈
　
地
域
森
林
計
画
で
定
め
ら
れ
た
森

林
で
、
現
在
の
普
通
林
の
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

開
　
許
可
が
心
要
な
開
発
行
為
の

種
類
は
？

筈
　
土
石
ま
た
は
椒
根
の
採
掘
、
開

墾
、
そ
の
他
の
形
質
を
変
更
す
る
行

為
で
す
。
そ
の
他
の
形
質
の
変
更
と

は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
開
発
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
…
…
ゴ
ル
フ
場
・
宅
地

造
成
・
建
築
物
等
施
設
の
設
置
・
道

路
の
開
設
等
。

開
　
ど
の
程
度
の
規
模
の
開
発
が

対
象
に
な
り
ま
す
か
？

筈
　
実
際
に
形
質
を
変
更
す
る
土
地
の

面
積
が
一
㌶
を
こ
え
る
場
合
で
す

が
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
①
道
路
の
新
設
ま
た
は
改
築
を
す
る

場
合
、
単
に
路
面
だ
け
で
な
く
法

面
、
拾
土
な
ど
形
質
を
変
更
す
る
す

べ
て
を
含
ん
で
一
㌶
を
こ
え
る
場

（5）

障
晋
児
教
育

シ
リ
ー
ズ

障
害
児
に
は
、
身
体
障
害
・
病
神
障

害
・
知
能
障
害
な
ど
多
く
の
障
害
が
あ

り
、
こ
れ
ら
障
害
児
の
た
め
に
そ
れ
ぞ

れ
の
養
護
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
施
設
へ
入
級

で
き
る
も
の
は
一
部
分
に
す
ぎ
ず
、
そ

の
多
く
は
家
庭
や
普
通
学
級
に
在
籍
し

て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
私
は
特
に
知
能
障
害
を
も
つ

子
ど
も
を
対
象
に
、
意
見
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
水
巻
町
で
は
、
頃
末
小
学
校
と

水
巻
中
学
校
に
障
害
児
学
級
が
特
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
各
学
校
に
は
ま

だ
か
な
り
の
人
数
が
普
通
学
級
に
在
学

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
通
学
踵
離
の

問
題
や
、
保
護
者
の
意
志
、
ま
た
受
け

入
れ
側
の
定
員
な
ど
の
理
由
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
障

教
育
効
果
向
上
の

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
子
ど
も
た
ち

に
対
し
て
時
間
切
れ
の
状
態
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
「
何
と

か
し
な
れ
ば
…
…
」
と
い
う
追
い
つ
め

ら
れ
た
心
の
あ
せ
り
の
よ
う
な
も
の
だ

け
が
残
り
ま
す
。

障
害
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
に
も
、
教

た

め

に

も

苦
し
み
悩
ん
で
い
ま
す
。

る
実
態
を
見
聞
き
す
る
た
び
に
、
何
も

し
て
や
れ
な
い
こ
と
を
私
た
ち
教
師
は

障
害
児
学
級
の
増
設
を

害
児
を
も
つ
普
通
学
級
の
教
師
は
一
様

に
悩
み
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
普

通
児
に
は
一
定
の
教
育
内
容
を
消
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
障
害
児
に
対

し
て
は
教
育
内
容
の
遅
れ
を
と
り
戻
す

た
め
に
時
間
の
許
す
範
閑
で
努
力
を
し

て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
も
時
間
を
費
さ

青
を
受
け
る
平
等
の
権
利
は
あ
り
ま

す
。
毎
日
が
無
意
味
な
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
は
、
大
切
な
教
育
権
を
奪
わ
れ

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

障
害
児
教
育
の
研
究
会
場
で
、
、
入
級

児
が
の
び
の
び
と
学
習
し
た
り
、
少
し

づ
つ
で
す
が
教
育
効
果
の
あ
が
っ
て
い

子
ど
も
た
ち
が
能
力
に
応
じ
た
教
育

を
革
ん
で
の
び
の
び
と
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
一
日
も
早
く
障
害
児
学

級
が
特
設
さ
れ
る
こ
と
を
顧
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
の
方
た
ち
も
子
ど

も
の
た
め
に
、
進
ん
で
入
級
を
希
望
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
が
設
置
へ
の
前
進
で

も
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
た
と
え

入
扱
者
が
一
名
で
も
、
そ
の
子
の
教
育

権
は
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
、
一
般
の
方
の
障
害
児
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

苫
田
小
　
菊
池
タ
ミ

し
ま
す
。
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合
。
㊥
そ
の
他
の
場
合
（
道
路
と
遠
路
以

外
の
同
時
開
発
を
含
む
）
は
、
道
路

の
幅
員
が
三
㍍
以
下
の
場
合
も
一
㌶

を
こ
え
れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

間
　
許
可
が
い
ら
な
い
の
は
ど
ん

な
場
合
、
及
び
事
業
で
す
か
？

筈
①
国
ま
た
は
県
、
市
町
村
な
ど
の
地

方
公
共
団
体
の
他
、
法
律
で
こ
れ
ら

に
準
ず
る
も
の
と
さ
れ
る
各
種
公
社

公
団
等
。

㊥
火
災
、
風
水
害
そ
の
他
の
非
常
災

害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し

て
行
な
う
場
合
。

⑨
林
地
の
保
全
に
著
し
い
支
障
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
少
な
く
、
し
か
も
公
益

性
が
高
い
事
業
と
し
て
省
令
で
定
め

ら
れ
た
事
業
。

開
　
ど
ん
な
基
準
で
許
可
の
審
査

が
さ
れ
ま
す
か
？

答
　
開
発
さ
れ
る
森
林
が
現
に
も
っ
て

い
る
公
益
的
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
ま
す
が
、
周
辺
の
森
林
業
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
も
、
配
慮
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
も
審
査
の
基
準

と
な
り
ま
す
。

訂
　
　
正

一
月
十
日
号
広
報
み
ず
ま
き
で
、
次

の
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
す
る

と
と
も
に
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

・
四
ペ
ー
ジ
の
、
「
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

送
迎
」
の
中
で
、
も
よ
り
の
停
車
場
と

あ
る
の
は
各
地
区
の
公
民
館
ま
た
は
集

会
所
前
で
す
。

・
六
ペ
ー
ジ
の
「
工
事
の
た
め
に
通
行

止
」
の
中
で
、
期
間
が
5
0
年
3
月
3
1
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
5
1
年
3

月
3
1
日
ま
で
で
す
。
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農
業
セ
　
ン
サ
ス

統

計

の

聞

き

と

り

調

査

に

ご

協

力

を

五
十
年
二
月
一
日
か
ら
全
国
一
せ
い

に
、
農
業
セ
ン
サ
ス
　
（
人
口
国
勢
調

査
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い

る
農
業
に
関
す
る
統
計
調
査
で
、
田
畑

一
月
か
ら
新
し
い

汲
取
料
金
で

十
二
月
に
組
合
だ
よ
り
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
汲
取
料
金
を
一
月

か
ら
次
の
通
り
値
上
げ
い
た
し
ま
す

人
頭
制
　
月
一
人
当
り
一
五
〇
円

重
量
制
　
月
一
八
～
当
り
　
九
〇
円

ご
み
袋
の
希
望
者
は

早
目
に
申
込
み
を

町
衛
生
係
で
は
、
ご
み
袋
を
お
世

話
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は

毎
週
木
曜
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
◇
単
価
と
受
払
い
方
法

・
単
価
　
五
〇
〇
枚
二
、
五
〇
〇
円

・
受
払
方
法
　
毎
週
土
曜
日
の
午
前

中
に
衛
生
係
で
受
払
い
い
た
し
ま
す

小
枚
数
必
要
な
万
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
一
枚
七
円
で
取
扱
っ
て
い
ま

す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
衛
生

係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

は
も
ち
ろ
ん
そ
菜
、
栄
樹
、
家
事
な
ど

農
業
に
関
す
る
こ
と
は
、
そ
の
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
す
べ
て
調
査
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

町
で
も
、
次
の
日
程
で
聞
き
取
り
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

・
日
時
と
地
区

2
月
5
日

机
　
　
　
9
時
～
1
1
時
3
0
分

猪
熊
　
　
1
3
時
3
0
分
～
1
6
時

・
場
所
　
い
ず
れ
も
そ
の
地
区
の
公
民

館
で
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
吉
田
ノ

一
、
二
で
行
う
と
き
は
吉
田
ノ
二
の

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

調
査
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は

役
場
企
画
開
発
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

2

月

3

日

立
屋
敷

伊
佐
座

二下
二

2

月

4

日

吉
田
ノ
一

頃
末
書
田
ノ
三

古
賀

9

時

～

1

1

時

3

0

分

9

時

～

1

1

時

3

0

分

1

3

時

3

0

分

～

1

6

時

1

3

時

3

0

分

～

1

6

時

、
二
9

時

～

1

1

時

3

0

分

9

時

～

1

1

時

3

0

分

1

3

時

3

0

分

～

1

6

時

1

3

時

3

0

分

～

1

6

時

環
境
週
間
の

標

語

を

募

集

環
境
問
題
は
、
今
や
全
地
球
的
な
問

題
と
し
て
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
お
り

こ
れ
に
対
す
る
一
般
の
関
心
も
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
環
境
問
題
に
対
す
る
国

民
一
般
の
認
識
を
深
め
、
人
間
環
境
の

保
全
に
つ
と
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

環
境
週
間
を
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
設

け
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
度
も
、
第
三
回
環
境
週

間
の
各
種
行
事
を
行
い
ま
す
が
、
こ
の

母
　
子
　
世
　
帯
－

精
神
薄
弱
者
－

県
営
住
宅

昭
和
四
十
九
年
度
、
母
子
世
帯
お
よ

び
精
神
薄
弱
者
の
た
め
の
県
営
住
宅
の

建
築
場
所
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。該
当
者
で
希
望
さ
れ
る
万
は
、
役
場

老
人
児
童
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

の
　
た
　
め
　
の

入
居
者
募
集

福
岡
市
（
板
付
団
地
）
、
久
留
米
市

（
高
良
内
団
地
）
、
大
牟
田
市
（
高
泉

団
地
）
、
飯
塚
市
（
愛
宕
団
地
）
、
添

田
町
（
峯
地
団
地
）
、
鞍
手
町
（
板
屋

団
地
）

「
環
境
週
間
」
に
ち
な
ん
だ
標
語
を
次

の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

・
内
容
　
公
害
の
防
止
、
自
然
の
保
護

な
ど
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
意
義

を
強
調
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

・
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
一
枚
に
一

標
語
と
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
郵
便
番
号
・
電
話
番
号
を
明

記
の
こ
と
。

・
締
切
り
　
5
0
年
2
月
2
8
日

・
発
表
　
5
0
年
4
月
上
旬

・
各
種
広
報
を
行
う
場
合
、
関
係
印
刷

物
を
作
る
場
合
な
ど
に
使
用
し
ま

す
。通

信
講
座
で

技
　
能
　
士
　
に

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
通
信
制
に

よ
る
二
級
技
能
士
訓
練
課
程
を
開
設
し

す
で
に
多
数
の
修
了
者
が
二
級
技
能
検

定
学
科
試
験
免
除
の
資
格
を
得
て
い
ま

す
。あ
な
た
も
技
能
士
を
め
ざ
し
て
、
通

信
講
座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
募
集
科
　
機
械
科
ほ
か
二
十
八
科

▽
受
講
料
一
ヶ
年
　
四
千
円

▽
期
　
間
一
ヶ
年

▽
申
込
受
付
　
随
時

▽
特
　
典
　
修
了
者
に
は
受
講
し
た
訓

練
科
の
二
級
技
能
検
定
学
科
試
験
が

免
除

▽
問
い
合
せ
と
申
込
受
付

八
幡
西
区
穴
生
三
丁
目
（
〒
八
〇

六
）
、
八
幡
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

審
六
四
一
・
四
九
〇
六
）

水道修理の申し込みは
水巻町管工事組合へ

「電話601－8883」

町内の水道修理は「管工事組合」で行ないます。各家庭

で水道修理をしなければならないとき直接「管工事組合」

にお電話を－。

日　曜　在　宅　医

1月26日　永松医院　耳・鼻科　頃末　691・0386

2月2日　森田医院　内・児科　樋口　691・0616

9日　村田医院　内・児科　頃末　691・0745

16日　中村医院　内・児科　下二　691・5820

診察時間は9：00～17：00、原則として往診はいた’しま

せん。

□

発

行

人

水

巻

町

長

伊

藤

衛

門

、

「

編

集

水

巻

町

住

民

相

談

室

（

電

話

6

。

1

－

4

3

（

1

㌧

　

□

印

刷

冷

牟

田

印

刷

合

芸

社


